
 

 

 

 

 

 

校長  田邊 道行  

 71日間あった令和５年度１学期が明日で終了します。そして、明後日から38日間の夏休みが始まりま

す。 

思えば、昨年度まで新型コロナウイルスの感染を防止するために、学校生活では様々な制限がされていま

した。今年度は、体育祭に多くの皆様に応援に来ていただくことができましたし、修学旅行や自然教室をは

じめとする各学年の校外学習が積極的に行われています。ありがたいことです。そして、夏休みも昨年まで

とは違って、いろいろ活動できる夏休みとなりそうです。 

さて、１学期終了に当たって、この１学期の初日に子どもたちに話したことを紹介したいと思います。そ

れは、夏休みにも関係してくる話だからです。 

まずは、皆さんに聞きます。皆さんは、どうして学校にくるのですか。どうして勉強をするのですか。い

ろんな考えがあるでしょうが、私の考えは、「幸せに生きるため」ということです。「幸せに生きるため」に

学校に来て、「幸せに生きるため」に勉強をします。 

幸せに生きるためには、生きがいが必要です。「生きがい」とは、生きるための楽しみです。私は、生き

がいは、３つあると考えています。 

１つめは、自分の描いた夢を実現すること。皆さんは、夢がありますか。目標がありますか。やってみた

いことはありますか。そういうふうに自分から「やってみたい」「もっと知りたい」「できるようになりた

い」と思うと、わくわくする気持ちがたくさんになります。「わくわく」して取り組むことは、大きな生き

がいです。 

２つめは、できることを増やし、可能性を広げることです。皆さんは、小学校に入学してから、できるこ

とがたくさん増えたことに気付いていますか。入学したときには、できなかったこと、例えば、どんなこと

があるでしょう。速く走れるようになった、計算ができるようになった、iPadを使えるようになった、自分

の考えを発表できるようになった、など、いろいろありますね。その中で自分の才能を見付けられたら最高

ですし、いろんな力を伸ばすための「チャレンジ」は、大きな生きがいとなります。 

３つめの生きがいは、誰かのためになることです。もしも、無人島に一人だけ取り残され、食べ物と飲み

物があったら、皆さんは生きていくことができますか。とても難しいことです。しかし、そこにだれかもう

一人いたとしたら、どうでしょう。人はその人のために何かをしようとして、生きようとします。人はだれ

かのためになる喜びを知っているのです。誰かに「ありがとう」と感謝することも幸せ、誰かに感謝される

ことも幸せです。この「ありがとう」は、とても大きな生きがいとなります。 

私は、この３つの生きがいを見つけることが、学校で勉強する理由だと考えています。ですから、これか

ら春日小学校では「わくわく チャレンジ ありがとう」の３つを大切にして取り組んでいきます。 

夏休み中も、「わくわく チャレンジ ありがとう」を通して、生きがいを見付ける機会はたくさんある

と思います。夏休み明けの子どもたちの話を楽しみにしています。 
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夏休みに、ちょっとしたチャレンジはどうでしょうか。 
自分で爪を切ってみる。頭を洗ってみる。縄跳びを結んでみる。 
卵を上手に割ってみる。リボン結びをしてみる。工具（ドライバー、金槌等）
を使ってみる。家族に簡単な料理を作ってみる。大きな洗濯物を干したりたた
んだりしてみる。頼まれた買い物をしてくる。 等    

★ どきどきしながらやるのは、楽しいものです。 

「すごいね」「ありがとう」と、家族の笑顔が増えるといいですね ★ 

 

  

 いよいよ夏休みを迎えます。長期休業を、元気よく有意義に過ごしてほしいと願っています。 

先日保護者の皆様に「安全で楽しい夏休みを」というおたよりを配らせていただきました。休み前に、再

度次の点について各家庭で約束を確認してくださいますようお願いします。 

 

 

生徒指導の眼 

① 規則正しい生活と計画的な学習 
・寝る時刻、起きる時刻、帰宅時刻を守って生活する。 

・学習時間、遊びの約束（メディアを使う時間、遊び方 等）を決めておく。 

 

② 安全な歩行と自転車の乗り方 
・横断するときは、左右を確認して渡る。遠回りでも、横断歩道のある所を渡る。 

・交差点で待つときは、少し下がって待つ。 

・自転車に乗ってよい範囲は、安全に乗れる範囲を家の人と約束して決める。 
 

⓷インターネットやゲーム機の正しい利用 
・ゲームやインターネット、LINEやチャットは、使っていい時間、使うときのきまりやマナーを決めてお

き、それを守って使う。 

⇒人を傷つけたり迷惑を掛けたりする行動をしない。 

（例：写真や個人情報の勝手な利用、悪口や中傷、仲間外し等をしないこと） 

⇒夜遅くまで使わない。心も体も体調不良になります。 

 

 

事前に約束を話し合い、トラブルを未然に防止することが大切です。保護者の皆様から、見守りと声掛

けをしてください。約束を守っている姿にこそ目を向け、たくさんほめてあげていください。 

中学年あいさつボランティア 


